
レジメン登録申請書
(新規） 申請日：西暦　　　年　　月　　日

診療科
申請医師 印

所属部科長 印

レジメン名　： mFOLFOX6 2週毎（ﾎﾟﾝﾌﾟ）

疾患名　：　 胆道がん

投与間隔（1コース期間）　： 14日間

総コース数　： 12コースまで
化学療法委員会委員長 薬剤部登録

特記事項　：

投与
順序

レジメン内容
（医薬品名） 投与量

単位
(mg/㎡,V等）

投与方法
（手技）

投与時間
（速度等） 投与日(Day1等）

備考
（内服薬の用法等）

Rp. 1 生食100mL 1 瓶 点滴静注・メイン 15分 Day1 ﾙｰﾄ確保用

2 ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ点滴静注ﾊﾞｯｸﾞ0.75mg 1 袋

デキサート6.6mg 1 瓶

デキサート1.65mg 2 管

3 5%ブドウ糖　250ｍL 1 袋

レボホリナート 200 mg/㎡

4 ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ 85 mg/㎡

5%ブドウ糖　250ｍL 1 袋

5 ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ 400 mg/㎡

生食　50ｍL 1 本

6 ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ 2400 mg/㎡

生食　100ｍL 1 本

7 生食シリンジ20mL 1 本 点滴静注・メイン Day3

減量基準

減量規定
（副作用名等）

好中球減少

血小板減少

ｔ－Bil上昇

参考文献
Seond-line FOLFOX chemotherapy versus active symptom contorol for advanced biliary treat cancer (ABC-06):a phase 3, open-label,
randomised, controlled trial （Lancet Oncol. 2021 Mar 30;S1470-2045(21)00027-9. doi: 10.1016/S1470-2045(21)00027-9.）

5mg/dL以上 ５－FU 投与中止

持続のフルオロウラシル終了後使用、フ
ラッシュ用

減量条件
（検査値等） 抗癌剤名

減量割合等
（減量後の割合又は投与量）

500/m㎡未満 オキサリプラチンを65mg/㎡に減量
5-FUを20％減量(ボーラス、持続ともに)50000/m㎡未満

点滴静注・
メイン 急速静注 Day1

ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ終了後
全開で投与

ｲﾝﾋｭｰｻﾞｰ
ﾎﾟﾝﾌﾟ 46時間 Day1

ﾎﾞｰﾗｽのﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ終了後
46時間で投与
全量140mLとする

点滴静注・
メイン 2時間 Day1

ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝと同時に
2時間で投与

点滴静注・
側管 2時間 Day1

ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄと同時に
2時間で投与

登録番号 ：202305230

点滴静注・
メイン

15分 Day1


